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研究成果の概要（和文）：学校間の教育格差を是正し、中国では、学校間の連携を積極的に推進してきました。
その中で、教育グループの構築は、学校改善のための最も広く採用されているアプローチの一つとなっている。
本研究では、中国都市部を対象に、階層主義的アプローチと平等主義的アプローチの両方を取り入れたハイブリ
ッド型学校連携モデルを可視化する試みを行った。その結果、教育グループが学校の改善には、トップダウンの
政策的イニシアティブ、ボトムアップの学校自治、質の高い教育構築のための責任の共有が貢献したことが明ら
かになった。また、教育グループ内の政策調整の欠如、価値観の共有と信頼の欠如が、この改革の障害になって
いることも明らかにした。

研究成果の概要（英文）：To reduce educational disparities among schools, China has actively promoted
 collaboration among schools. In this context, building educational groups has become one of the 
most widely adopted approaches to school improvement. In this study, I attempted to visualize a 
hybrid school collaboration model that incorporates both hierarchical and egalitarian approaches in 
Chengdu, China. The results revealed that top-down policy initiatives, bottom-up school autonomy, 
and shared responsibility for building quality education contributed to the improvement of schools 
by education groups. The study also revealed that lack of policy coordination, shared values, and 
lack of trust within the education group were obstacles to this reform.

研究分野： 教育社会学・比較教育学会・国際教育開発
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、欧米における教育の質の改善をめざす「公立学校間の協力制度」の導入に対して中国における「義務
教育均衡発展」および学校選択の規制強化を目指す「公立学校間協力」改革を対置させることで、世界の「恵ま
れない学校への支援」という共通テーマに対して新たな視点と理解を提示することができた。また、格差拡大に
よる様々な限界に直面する日本社会での公立小中学校再編、公立回帰および質の改善による「学校づくり」に示
唆を提供できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景  

 
構造的な不平等が存在している公立学校の学校選択の実態を改善するために、

近年中国の中央政府や地方政府は「義務教育均衡発展」政策を打ち出した。この

政策で最も注目されたのは、「学校間協力」による義務教育公立学校の均衡発展

と質の改善という点である。これまでのエリート教育重視という理念の影響で、

中国では小学校から大学までエリートを育成するための重点学校が一般の学校

より重点的に投資を受けてきた。そのために公立学校間の格差（設備、人的資源、

財源、人気度、教育の質など）が存在しており、日本の公立学校のように「どの

公立学校へ通ったとしても大きな差がない」という状況にはない。また、学校間

の格差は進学に関わる学校や親および子供の間の競争に悪影響を与え、教育格

差の再生産が加速化してきた。学校間の格差縮小と公立学校への進学競争の緩

和のため、政府は同じ指定された行政区に所属する重点学校と一般学校の間に

協力共同体を構築した。こうした協力共同体の構築により、協力学校間での学生

教育、教員育成、学習環境づくりなどすべての教育学習活動が共同で行われ、恵

まれない学校がより良い質の教育を提供でき、すべての子供たちがだれでも質

の高い教育にアクセスができることを目指す義務教育の「公立学校間協力」改革

が推進され始めた（Liu, 2016, 2018）。 
しかし、以上述べたように、不均衡な構造がある公立学校システムには、様々

な階層集団の間の利害関係が形成されてきた。そのため「公立学校間協力」改革

に対しては、「協力共同体」の中の様々な地位集団の間で利害の「葛藤」がある

（Brint & Karabel, 1991; Meyer & Rowan, 2006；前原、2014）。既存の不均衡

な構造で形成された関係者集団の間の利害関係はどのように変化するのか、ま

た、各関係集団がどのようにこの「学校間協力」改革に反応するのか、どのよう

にこの改革に参入するのかを明らかにすることは、中国における均衡と平等な

公立学校教育発展状況の把握および競争から協働への転換期にある中国におけ

る「公立学校間協力」改革のあり方を理解する上で欠かせない。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は中国における義務教育段階の「公立学校間協力」改革の社会的意味、

その改革の変遷、そして異なった地区間でいかなる多様性が見られるかについ

て、都市部および農村部の政策と事例を踏まえて実証的に明らかにすることを

目指したものである。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究の目的を達成するために、中国における公立小中学校の「学校間協力」

の制度形成過程およびこの過程に関わる関係者の社会関係の構築に関して、「公
立学校間協力」改革を対象とした事例研究を実施した。その上で、①「公立学校
間協力」の形成および変遷、②「公立学校間協力」仕組みの多様性、③「公立学
校間協力」改革の実施過程に関わる関係者の社会関係といった三つの側面につ
いて分析を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究は、欧米における教育の質の改善をめざす「公立学校間の協力制度」の

導入に対して中国における「義務教育均衡発展」および学校選択の規制強化を目



指す「公立学校間協力」改革を対置させることで、世界の「恵まれない学校への
支援」という共通テーマに対して新たな視点と理解を提示することができた。ま
た、格差拡大による様々な限界に直面する日本社会での公立小中学校再編、公立
回帰および質の改善による「学校づくり」に示唆を提供できた。 
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